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The Research Institute of Visual Arts of University of Veracruz is 
involved in practical art activities at home and abroad, accepting artists 
and designers engaged in creative activities as researchers and 
recognizing creative activities themselves as research activities. This 
fundamental study aims to clarify the current state of research centered 
on 1) solo exhibitions concurrently held at the university gallery by 
Hana Sakuma and Reika Nakayama and 2) creative activities 
conducted by the institute. In this paper, what will be clarified is the 
current status of the gallery and the institute and their roles in the local 
community, which Sakuma and Nakayama have seen by actually 
being involved in the creation of exhibitions in collaboration with the 
gallery and the institute, with a focus on a report on the solo 

















ス州立大学ギャラリーRamón Alva de la Canal、2019





 本研究は、以下のスケジュールで実施された。  
表１．活動スケジュール  
日時  内容  
4－7 州立大学ギャラリーおよび矢作隆一氏（同 研究所研究員）との打ち合わ
せ（オンライン） 
展示作品制作・準備・展示計画 検討 （さくま・中山・山﨑）  、現地スケジ
ュール調整、渡墨準備共同研究メンバーとの打ち合わせ  






展 示 作 品 調 整 、現 地 制 作 （さくまは作 品 、中 山 は壁 画 プロジェクト参
加 ） 、 個 展 搬 入 準 備 、 展 覧 会 図 録 作 成 協 力 。 ま た 、 同 研 究 所 に て
Contreras 所長、Anaya 研究員らと面談。個展オープニング、矢作氏
担当の授業枠で講義（アーティストトーク）（さくま・中山）  
11 ア ー ト ・ ク ラ フ ト 学 科 企 画 展  日 墨 米 3 カ 国 交 流 展  At The 
Beginning Of The Journey 旅 のはじまりにて展 覧 会 報 告 展 示
（さくま・中山） Anaya 教授と 3 月に行う谷口の現地調査に関する打
ち合わせ、および、造形美術研究所のこれまでの歴史的背景に関する事
前ヒアリング 
11～2 3 月の谷口による現地調査について準備  
1 共同研究中間報告会  報告口頭発表  






















大の選考会を経て 2018 年 10 月に内諾。その後、山﨑
に展示計画について助言を仰ぐなどしながら展覧会案
をまとめ、オンライン上での打ち合わせを経て、2019
年 9 月に開催された。  
表２．ベラクルス州立大学造形美術研究所との交流の歴史  
日時  交流・活動の名称  概要  場所  
2015.8-
10 
海外研修（谷口）  同 研 究 所 に






共 同 研 究  基 盤 研 究  芸 術 系 大
学 における海 外 交 流 展 の企 画 ・
運営・実施・ファイリングを用いた
実 践 的 な 学 びの 場 の 創 出  （ 中
山代表）  
同 研 究 所 ギ
ャ ラ リ ー で
A&C 学科学




2017.12  神 戸 芸 術 工 科 大 学 ×メキシコベ
ラクルス 州 立 大 学  日 墨 交 流 展
「ベラ ク ルス 州 立 大 学 造 形 美 術
研究所 40 週年記念特別展」 
本学エスパー
ス に て 同 造












2019.12 本学「アート・クラフト学科企画  
日墨米３カ国交流展  旅のはじ
まり」 “At the Beginning of 
the Journey”  
本 学セレンデ




展 示 お よ び






























５．ベラクルス州立大学ギャラリーRamón Alva de la 
Canal について  
さくま・中山の個展の会場となった同ギャラリー
Ramón Alva de la Canal（写真１．２）は、ビジュア
ルアートの国内および国際的なショーケースとしての
機能を有し、同大学の文化的スペースとして 1985 年
に設立された。34 年間に渡り、ハラパ中心街の Calle 
Zamora 27 という場所にあったが、2019 年、同地区
の Xalapeños Ilustres 86 (さくま・中山が展示した )
へ移転した。  




















るという（2020 年 7 月現在） 4。  
  
写真 1.2 2019 年に移転した Ramón Alva de la Canal 
 
６．さくまはな・中山玲佳による作品展示について  
 さくま・中山の各個展は、以下の要領で開催された。  
会期：2019 年 9 月 4 日～29 日   














展覧会タイトル『De un lugar a otro (From one to 
another)』（写真 3－6）  
展示内容：作品タイトル『Sociedad（Society）』ミニ
チュアのキノコ屋台 19 台。作品タイトル『Caminando 
por el borde, Xalapa（Walking Along the Border, 

























作品「Being near and far」シリーズ 5 点(145x145cm)
とその他ポートレート作品 8 点（130x97 ㎝、91x73cm）









































プロジェクト名：同研究所主催 Proyecto Bosque de 
Niebla ハラパ壁画プロジェクト JAPOMEX 
期間：2019 年 8 月 12 日～30 日  
壁画：同大学美術学部内通路壁面及び天井に壁画 1 点  
制作体制：中山のアイデアスケッチをベースとし、美
術学部教員 Carlos Rios 氏と学部生 8 名と共同で制作。 
プ ロ ジ ェ ク ト の 概 要 と し て は 、 現 地 に あ る 森  
































その後、2020 年 3 月末に約一週間の旅程で、谷口
による同研究所に関する現地調査を実施する計画であ
った。同調査では、矢作氏の協力によって、Héctor 















神 戸 芸 術 工 科 大 学 紀 要「 芸 術 工 学 2 0 2 0 」（ 共 同 研 究 ） 
 























Gustavo Olivares Morales 氏、同大造形美術研究所
























（2020 年 7 月 14 日最終アクセス） 
4 ギャラリーディレクターGustavo Olivares Morales 氏
からの情報提供による 
5 展覧会図録『Hana Sakuma De un lugar a otro』『Reika 
Nakayama Retratos』16 ページ スペイン語・日本語 
制作：Galeria Ramón Alva de la Canal が発行された。 
6“Exposiciones Arte japonés, en la Galería RAC 
Maribel Sánches” 地元新聞 CIRCULOS, Veracruz  
4th Sep 2019 版にて本展と矢作氏による同時開催個展
の紹介記事が掲載された。  
7 2017 年 9 月にベラクルス州立大学造形美術研究所にて
「MERCADO—市場」をテーマにアート・クラフト学科学生
が制作した紙版画を展示。 
8 造形美術研究所主催 Proyecto Bosque de Niebla ハラ
パ壁画プロジェクト JAPOMEX インスタグラム 
https://www.instagram.com/muralesdeniebla/?igshid=
10l39cyvjvkno（2020 年 7 月 14 日最終アクセス） 
9 「アート・クラフト学科企画 日墨米 3 カ国交流展 At 
The Beginning Of The Journey 旅のはじまり」2019 年
12 月 2 日～6 日開催、学科パンフ、2020 年度版、p.7－8
に展覧会紹介記事が掲載された。  
